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外寸50 mm×50 mmのMWT型セルを試作し
た。ウェハを吸着し固定する専用治具により
ソーラーシミュレータで特性の測定をしたとこ
ろ、右の I-V 曲線を得られた。
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実験研究の目的
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太陽光発電用シリコンウェハの加工技術に関する研究

加工装置
ピコ秒レーザ加工装置
（東成イービー東北(株)製）

線源
YVO4

(THG:第三高調波）

工作物 t0.2 mm 単結晶Si

穴径 φ 0.10 mm

処理 条件

HF
10 %
室温
1 min

TEX液
75℃

12 min

MWT（Metal Wrap Through）型の
太陽光発電セルは変換効率の向
上と製造コスト低減を両立させた
次々世代の太陽光発電セルとして
有望視されている。
このMWT型の太陽光発電セルに

おいてレーザで穴加工を行った場
合、穴側面には加工変質層及び付
着物が観察される。そこでレーザ貫
通穴加工前後の処理を利用し、こ
れらを除去するプロセスを開発した。

MWT型セルの電極穴を模し、
単結晶シリコンウェハに右の加
工条件で貫通穴を加工した。こ
の試料に対し、加工ダメージのテ
クスチャ処理によって除去を試み
た。テクスチャ処理後の試料を貫
通穴を通るように割断し、穴側面
を観察した。また、X線トポグラフ
撮影により処理の有無による加
工ダメージの変化を観察した。

Jsc 38 mA/cm2

Voc 0.62 V
FF 0.67
Eff 16.0%
Rs = 0.042 Ω
Rsh = 13.2 Ω

・ レーザで加工した貫通穴について観察を行い、加工変質
層及び付着物があることを確認した。

・ 加工変質層はテクスチャ処理で除去できることを確認した。
・ X線トポグラフ撮影により、テクスチャ処理加工した穴は
周辺のダメージが低減されていることを確認した。

・ この結果を受け、加工後にテクスチャ処理をおこなう工程
でセルを試作し、I-V特性を測定した。

本研究は、福島県が実施した「ふくしまから はじめよう。産
総研福島拠点連携技術開発推進事業」の一環で行われた。
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レーザ穴加工条件

未処理 テクスチャ処理後

・穴側面に加工変質層と付着物
→拡散不良の原因

・X線トポグラフ撮影
→加工ダメージ

・穴側面にテクスチャ構造
→ 単結晶シリコンまでエッチング

・X線トポグラフ撮影
→ 加工ダメージ低減
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